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『
島
津
重
豪
と
薩
摩
の
学
問
・
文
化
』

丹
羽

み
さ
と

し
ま
づ
し
げ
ひ
で

博
物
大
名
と
い
わ
れ
た
島
津
重
豪
（
一
七
四
五

〜
一
八
三
三
）
は
、
薩
摩
藩
第
八
代
藩
主
に
し
て

第
十
一
代
将
軍
家
斉
の
岳
父
で
あ
る
。
本
書
は
、

重
豪
の
興
味
の
射
程
を
見
定
め
る
こ
と
、
薩
摩
を

基
盤
と
し
た
学
問
や
文
化
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。全
体
は
「
薩
摩
の
学
問
」

「
重
豪
を
と
り
ま
く
人
々
」「
薩
摩
の
文
化
環
境
」

「
薩
摩
と
琉
球
・
江
戸
・
東
ア
ジ
ア
」
の
四
章
か

ら
な
る
。ま
た
各
論
の
内
容
や
意
義
に
つ
い
て
は
、

鈴
木
彰
氏
の
「
序
言
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
論
述
は
執
筆
者
の
関
心
に
委
ね
ら
れ
て

お
り
、
各
章
の
枠
組
み
を
越
え
て
、
相
互
に
補
完

し
合
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
連
続
し
た
個
々
の
関
心
を
軸
に
本
書

の
章
立
て
と
は
異
な
る
順
序
で
各
論
を
紹
介
し
て

い
き
た
い
。

ま
ず
重
豪
研
究
の
手
引
き
と
な
る
論
考
に
、
新

福
大
健
「
島
津
重
豪
関
係
資
料
と
そ
の
所
蔵
先
」

が
あ
る
。
島
津
重
豪
関
係
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の

主
な
資
料
と
所
蔵
先
が
記
さ
れ
て
い
る
。

新
福
論
文
に
挙
げ
ら
れ
た
資
料
な
ど
を
用
い
な

が
ら
重
豪
の
異
国
へ
の
関
心
を
論
じ
た
も
の
が
高

津
孝
「
蘭
癖
大
名
重
豪
と
博
物
学
」
で
あ
る
。
シ

ー
ボ
ル
ト
と
の
交
流
や
、
薩
摩
近
郊
の
植
物
に
つ

い
て
中
国
人
と
問
答
し
た
『
質
問
本
草
』
の
出
版

な
ど
、
重
豪
の
旺
盛
な
興
味
が
示
さ
れ
て
い
る
。

『
質
問
本
草
』
の
著
者
が
琉
球
人
で
あ
る
理
由
と

琉
球
人
の
文
化
的
立
ち
位
置
に
つ
い
て
は
、
木
村

淳
也
「
島
津
重
豪
の
時
代
と
琉
球
・
琉
球
人
」
に

詳
し
い
。薩
摩
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
琉
球
で
は
、

政
務
を
円
滑
に
運
ぶ
た
め
、
和
歌
や
和
文
学
な
ど

の
文
芸
を
吸
収
し
て
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
大
和
の
文
芸
は
高
度
な
水
準
を
誇
っ
た
も
の

の
、
薩
摩
人
に
と
っ
て
琉
球
は
異
国
で
あ
る
と
い

う
覆
し
が
た
い
認
識
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
。

木
村
論
文
に
あ
る
琉
球
の
和
歌
と
い
う
観
点
を
、

さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
も
の
が
錺
武
彦
「
和
歌
に
お

け
る
琉
球
と
薩
摩
の
交
流
」
で
あ
る
。
琉
球
に
お

け
る
和
歌
受
容
か
ら
、
多
地
域
と
の
交
流
を
描
き

出
し
て
い
る
。
先
の
二
論
文
と
異
な
り
、
む
し
ろ

積
極
的
に
異
国
性
を
受
け
容
れ
て
い
っ
た
と
す
る

の
が
、
渡
辺
美
季
「
島
津
重
豪
と
久
米
村
人
―
琉

球
の
「
中
国
」」
で
あ
る
。
福
建
か
ら
の
渡
来
人

を
祖
に
持
ち
、
中
国
文
化
を
収
得
し
て
い
く
久
米

村
の
琉
球
士
族
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
重

豪
が
憧
憬
す
る
中
国
の
体
現
者
で
あ
ろ
う
と
し
た

こ
と
が
、
薩
琉
関
係
に
お
け
る
琉
球
の
存
在
意
義

を
堅
固
な
も
の
と
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。

重
豪
の
出
版
と
学
問
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の

が
、
丹
羽
謙
治
「
島
津
重
豪
の
出
版
―
『
成
形
図

説
』
版
本
再
考
」
で
あ
る
。
重
豪
の
出
版
事
業
、

特
に
博
物
の
書
『
成
形
図
説
』
に
つ
い
て
書
誌
学

的
な
観
点
か
ら
論
じ
、
ま
た
こ
れ
を
架
蔵
し
て
い

た
老
中
松
平
定
信
が
政
事
の
項
目
に
分
類
し
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
丹
羽
論
文
で

は
、
重
豪
が
儒
者
の
詩
集
や
文
集
の
出
版
助
成
も

行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
藩
内
か
ら
著
名
な
儒
者

が
出
て
い
な
い
焦
燥
感
に
起
因
す
る
と
指
摘
し
て

い
る
が
、そ
れ
を
補
完
す
る
の
が
、永
山
修
一
「
学

者
た
ち
の
交
流
」
で
あ
る
。
重
豪
時
代
の
儒
学
者

の
活
動
や
、
国
学
者
な
ど
を
取
り
上
げ
、
藩
内
の

教
育
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

薩
摩
藩
と
源
頼
朝
に
関
わ
る
連
鎖
も
見
ら
れ

る
。源

頼
朝
を
筆
頭
と
す
る
島
津
家
の
由
緒
を
、
薩

摩
藩
が
ど
の
よ
う
に
編
纂
し
、
ど
の
よ
う
に
そ
の

正
当
性
を
主
張
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
重
豪
の

活
動
、
特
に
修
史
編
纂
事
業
か
ら
論
じ
ら
れ
た
も
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の
が
林
匡
「
重
豪
と
修
史
事
業
」
で
あ
る
。
岸
本

覚
「
近
世
薩
摩
藩
祖
廟
と
島
津
重
豪
」
は
鎌
倉
の

忠
久
と
頼
朝
の
墓
所
に
注
目
し
、
重
豪
が
そ
れ
ら

を
創
出
し
た
の
は
、
幕
府
で
の
地
位
を
不
動
の
も

の
と
す
る
た
め
だ
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
栗
林
文

夫
「
島
津
重
豪
の
信
仰
と
宗
教
政
策
」
も
重
豪
の

信
仰
か
ら
、
頼
朝
・
忠
久
お
よ
び
祖
先
の
祭
祀
祭

礼
に
言
及
し
、そ
の
具
体
的
様
相
を
記
し
て
い
る
。

祖
先
を
重
ん
じ
て
い
た
重
豪
は
、
生
前
、
自
ら
も

顕
彰
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
と
、
石
碑
や

出
版
物
な
ど
か
ら
分
析
し
て
い
っ
た
の
が
、
岩
川

拓
夫
「
近
世
・
近
代
に
お
け
る
島
津
重
豪
の
顕
彰
」

で
あ
る
。

重
豪
が
頼
朝
へ
の
意
識
を
高
揚
さ
せ
て
い
っ
た

理
由
の
一
つ
に
、
徳
川
将
軍
家
と
の
婚
姻
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
島
津
家
の
縁
戚
関
係
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
の
が
松
尾
千
歳
「
広
大
院
―
島
津
家

の
婚
姻
政
策
」
で
あ
る
。重
豪
が
政
治
工
作
の
末
、

将
軍
の
岳
父
と
な
っ
た
と
い
う
俗
説
を
覆
し
な
が

ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
崎
山
健
文
「
島
津

重
豪
従
三
位
昇
進
に
み
る
島
津
斉
宣
と
御
台
所
茂

姫
」
で
は
、
同
じ
く
将
軍
の
岳
父
と
い
う
立
場
を

ふ
ま
え
つ
つ
、
重
豪
の
叙
位
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
極
秘
文
書
か
ら
、
昇
進
ま
で
の
様
相
を

丹
念
に
追
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
薩
摩
を
代
表
す
る
怪
異
譚
『
大
石
平

六
夢
物
語
』
を
扱
っ
た
二
論
文
が
あ
る
。
一
つ
は

内
倉
昭
文
「
重
豪
の
時
代
と
「
鹿
児
島
の
三
大
行

事
」」
で
あ
り
、
鹿
児
島
の
三
大
行
事
の
ひ
と
つ
、

赤
穂
浪
士
を
偲
ぶ
「
義
臣
伝
輪
読
会
」
が
、
同
物

語
に
大
石
内
蔵
助
が
登
場
す
る
契
機
と
な
っ
た
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
宮
腰
直
人
「『
大

石
兵
六
夢
物
語
』
小
考
―
島
津
重
豪
の
時
代
と
物

語
草
子
・
絵
巻
」
で
は
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た

『
大
石
兵
六
物
語
絵
巻
』
と
比
較
し
な
が
ら
、

徐
々
に
薩
摩
に
根
ざ
し
た
言
説
が
物
語
に
採
用
さ

れ
る
に
従
い
、
大
石
内
蔵
助
と
関
連
付
け
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

言
語
に
注
目
し
た
も
の
が
駒
走
昭
二
「
薩
摩
こ

と
ば
―
通
セ
サ
ル
言
語
」
で
あ
る
。
近
世
中
期
の

薩
摩
言
葉
が
再
構
で
き
る
ゴ
ン
ザ
資
料
を
も
と

に
、
薩
摩
言
葉
の
「
通
じ
に
く
さ
」
に
つ
い
て
、

語
句
、
文
法
、
音
韻
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
言
葉
の
リ
ズ
ム
が
他
国
と
異
な
る
た
め

に
生
じ
た
特
異
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
提
示
し
た
論

文
で
あ
り
、
謎
解
き
の
高
揚
感
も
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
。

最
後
に
、
薩
摩
の
外
に
基
軸
を
移
し
た
論
文
を

紹
介
し
た
い
。
鈴
木
彰
「
島
津
重
豪
・
薩
摩
藩
と

江
戸
の
情
報
網
―
松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話
』
を
窓

と
し
て
」
で
あ
る
。
江
戸
在
の
松
浦
静
山
の
随
筆

か
ら
、
大
名
や
侍
臣
、
医
師
や
画
人
な
ど
の
言
葉

を
拾
い
集
め
、
地
位
の
あ
る
豪
気
な
武
家
と
い
っ

た
重
豪
の
姿
や
彼
の
情
報
網
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
十
七
あ
る
論
文
は
そ
れ
ぞ
れ

に
魅
力
が
あ
り
、
島
津
重
豪
と
薩
摩
に
つ
い
て
興

味
を
抱
く
き
っ
か
け
を
十
分
に
含
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
ま
た
既
に
重
豪
や
薩
摩
に
関
す
る
研
究
を
進

め
て
い
る
読
者
に
と
っ
て
は
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

論
文
集
と
な
ろ
う
。
是
非
、
本
書
を
繙
き
、
新
た

な
関
心
へ
の
扉
を
開
か
れ
た
い
。

（
二
〇
一
五
年
十
月

勉
誠
出
版

Ａ
５
判

二

二
四
頁

二
四
〇
〇
円
）

（
に
わ
み
さ
と

本
学
兼
任
講
師
）
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日
下
力
監
修

鈴
木
彰
・
三
澤
裕
子
編

『
い
く
さ
と
物
語
の
中
世
』大

貫

真
実

本
書
は
、
い
く
さ
・
戦
争
が
身
近
で
あ
っ
た
中

世
社
会
に
お
け
る
「
い
く
さ
と
物
語
と
人
間
の
関

わ
り
か
た
の
歴
史
」
に
迫
っ
た
論
文
集
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
軍
記
物
語
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

中
世
の
文
学
や
芸
能
を
、
人
と
い
く
さ
の
関
わ
り

か
た
と
い
う
観
点
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と
に
主
眼

が
置
か
れ
て
い
る
。
以
下
、
第
一
章
か
ら
順
に
、

各
章
に
収
め
ら
れ
た
論
文
の
内
容
を
大
ま
か
に
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章
「
十
三
世
紀
―
―
歴
史
・
宗
教
・
権
力

と
の
交
差
―
―
」
に
は
、
計
六
編
の
論
文
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
佐
伯
真
一
氏
は
、『
平
家
物
語
』

の
作
品
分
析
を
通
し
て
、「
鎮
魂
」
と
い
う
概
念

の
多
様
な
性
格
に
迫
る
。
野
中
哲
照
氏
は
、
前
九

年
合
戦
を
対
象
と
し
て
、
一
つ
の
合
戦
に
対
す
る

認
識
が
、
勝
者
で
あ
る
政
権
の
管
理
下
で
変
容
し

て
い
く
過
程
に
つ
い
て
論
じ
る
。平
田
英
夫
氏
は
、

戦
乱
の
世
と
対
峙
す
る
後
鳥
羽
院
に
つ
い
て
、
和

歌
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
。松
本
真
輔
氏
は
、

武
人
と
し
て
の
聖
徳
太
子
の
姿
に
着
目
し
、
仏
教

と
殺
生
の
問
題
に
聖
徳
太
子
伝
の
語
り
手
た
ち
が

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
の
か
を
論
じ
る
。
牧
野

淳
司
氏
は
、
弁
暁
の
唱
導
に
お
け
る
後
白
河
院
の

位
置
づ
け
、
さ
ら
に
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
後

白
河
院
を
め
ぐ
る
叙
述
と
の
結
び
つ
き
を
指
摘
す

る
。
鈴
木
彰
氏
は
、
蒙
古
襲
来
後
の
社
会
で
醸
成

さ
れ
た
規
範
意
識
や
価
値
観
と
、
そ
れ
ら
が
生
成

過
程
の
軍
記
物
語
に
及
ぼ
し
た
作
用
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

第
二
章
「
十
四
世
紀
―
―
受
容
と
観
念
化
の
道

程
―
―
」
は
、
計
四
編
の
論
文
か
ら
成
る
。
大
津

雄
一
氏
は
、
暴
力
に
よ
っ
て
夫
を
失
く
し
た
女
性

た
ち
の
そ
の
後
の
生
き
方
・
死
に
方
に
つ
い
て
、

小
宰
相
と
曾
我
兄
弟
の
母
の
特
異
性
に
着
目
し
て

論
じ
る
。
櫻
井
陽
子
氏
は
、
以
仁
王
の
描
写
の
分

析
を
通
し
て
、
現
存
す
る
延
慶
本
『
平
家
物
語
』

が
持
つ
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
和
田
琢
磨
氏

は
、『
太
平
記
』
と
『
明
徳
記
』
を
中
心
に
、
立

場
や
状
況
に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
た
守
護
大
名
た

ち
の
軍
記
観
に
つ
い
て
論
じ
る
。田
中
尚
子
氏
は
、

『
太
平
記
』
と
『
三
国
志
演
義
』
で
引
用
さ
れ
る

中
国
故
事
が
持
つ
機
能
に
つ
い
て
分
析
し
、
二
作

品
間
で
共
有
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
後
の
作
品
に

ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
三
章
「
十
五
世
紀
―
―
芸
能
・
学
問
・
武
家

故
実
を
め
ぐ
る
動
態
―
―
」
に
は
、
全
章
の
中
で

最
多
の
計
七
編
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
日

下
力
氏
は
、
戦
い
の
伝
承
の
劇
化
に
つ
い
て
、
古

代
ア
テ
ナ
イ
の
詩
人
・
エ
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス
と
世

阿
弥
と
の
比
較
を
通
し
て
論
じ
る
。
清
水
眞
澄
氏

は
、『
蔭
涼
軒
目
録
』
の
記
事
か
ら
、
琵
琶
法
師

と
他
の
芸
能
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。
源
健
一

郎
氏
は
、『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
に
焦
点
を
当
て
、

様
々
な
情
報
や
知
識
が
琵
琶
法
師
の
語
り
を
通
し

て
禅
僧
へ
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

佐
倉
由
泰
氏
は
、
十
五
・
十
六
世
紀
を
「
類
書
の

漢
学
の
最
盛
期
」
と
し
、
真
名
表
記
の
軍
記
物
語

で
あ
る
『
大
塔
物
語
』
を
「
日
本
式
の
漢
学
」
と

い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
し
て
い
る
。
小
助
川
元
太

氏
は
、
十
五
世
紀
半
ば
以
降
の
百
科
事
典
的
な
特

徴
を
有
す
る
物
語
に
つ
い
て
、「
武
士
の
教
養
」

と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
。齋
藤
真
麻
理
氏
は
、

『
鴉
鷺
合
戦
物
語
』
の
特
異
性
を
作
中
の
書
状
や

文
書
か
ら
見
出
し
、
戦
乱
の
世
を
生
き
た
知
識
人

た
ち
の
文
学
的
営
為
に
つ
い
て
述
べ
る
。
榊
原
千

鶴
氏
は
、
戦
乱
の
後
、
礼
法
の
確
立
を
以
て
秩
序

の
再
興
に
挑
ん
だ
日
野
富
子
を
中
心
に
、
武
家
の

女
性
の
政
治
参
画
に
つ
い
て
論
じ
る
。

第
四
章
「
十
六
世
紀
―
―
記
憶
と
文
物
の
編
成
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―
―
」
は
、
計
五
編
の
論
文
か
ら
成
る
。
森
田
貴

之
氏
は
、『
太
平
記
』
の
諸
本
研
究
史
へ
の
今
川

家
本
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
、
戦
国
大
名
た
ち
に

よ
る
書
写
活
動
の
様
相
に
言
及
す
る
。
小
秋
元
段

氏
は
、
江
戸
時
代
に
刊
本
と
し
て
流
布
し
た
『
吾

妻
鏡
』
に
つ
い
て
、
主
に
整
版
本
に
ま
つ
わ
る
問

題
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
。樋
口
大
祐
氏
は
、

信
長
と
秀
吉
に
よ
る
播
磨
攻
略
戦
を
対
象
と
し
、

統
一
戦
争
の
「
死
者
の
記
憶
の
語
ら
れ
方
」
と
、

敗
者
と
な
っ
た
人
々
の
秀
吉
を
め
ぐ
る
言
説
と
の

関
わ
り
方
を
論
じ
る
。
三
澤
裕
子
氏
は
、
幸
若
舞

曲
で
語
ら
れ
る
い
く
さ
に
つ
い
て
、
国
内
で
の

「
実
在
の
い
く
さ
」
と
海
上
で
の
「
架
空
の
い
く

さ
」
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。
武
田

昌
憲
氏
は
、
島
原
一
揆
の
鎮
圧
を
め
ぐ
る
動
向
に

つ
い
て
、
諸
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
「
使
者
」
に
着

目
し
て
考
察
す
る
。

最
終
章
の
第
五
章
「
十
七
世
紀
―
―
再
解
釈
と

定
着
の
諸
相
―
―
」
に
は
、
計
五
編
の
論
文
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
出
口
久
徳
氏
は
、
版
本
『
平
家

物
語
』
の
挿
絵
に
つ
い
て
分
析
し
、
武
家
に
よ
る

安
定
し
た
治
世
と
い
う
社
会
背
景
と
の
関
連
を
指

摘
す
る
。
田
口
寛
氏
は
、
豊
臣
秀
吉
の
阿
弥
陀
寺

当
座
歌
会
に
ま
つ
わ
る
諸
文
献
を
、「
戦
国
期
の

回
顧
と
歴
史
的
編
成
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す

る
。
橋
本
正
俊
氏
は
、
十
七
世
紀
の
文
芸
の
中
で

も
金
平
浄
瑠
璃
と
通
俗
軍
記
に
着
目
し
、
源
氏
の

系
譜
が
地
域
の
伝
承
と
も
絡
み
合
い
な
が
ら
再
編

成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
岩
城
賢
太

郎
氏
は
、
中
世
期
の
源
氏
を
め
ぐ
る
作
品
と
の
比

較
を
通
し
、
浄
瑠
璃
『
源
氏
烏
帽
子
折
』
に
表
れ

た
源
氏
再
興
譚
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
倉

員
正
江
氏
は
、
軍
書
と
の
影
響
関
係
を
は
じ
め
、

仮
名
草
子
『
伽
婢
子
』
が
後
続
の
諸
作
品
に
与
え

た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
る
。

以
上
、
各
論
文
の
要
旨
を
述
べ
て
き
た
。
本
書

は
十
三
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
ま
で
一
世
紀
ご
と
に

章
立
て
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
題
に
付
さ
れ

た
副
題
は
、
そ
の
時
代
の
特
色
を
表
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
刊
行
の
趣
旨
」
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
後
の
時
代
と
の
連
続
性

を
考
慮
し
て
排
列
さ
れ
た
論
文
も
あ
る
。
本
書
を

通
読
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
中
世
社
会
に
お
け
る

「
い
く
さ
と
物
語
と
人
間
の
関
わ
り
か
た
の
歴

史
」
を
通
史
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。「

戦
後
七
十
年
論
集
」。
本
書
は
こ
の
よ
う
な

企
画
の
も
と
に
編
ま
れ
た
論
文
集
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
中
世
と
い
う
時
代
に
限
ら
ず
、
い
く

さ
・
戦
争
と
人
間
と
の
関
係
性
を
考
え
る
う
え
で

の
多
様
な
問
題
意
識
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
本

書
を
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
二
〇
一
五
年
八
月
十
五
日

汲
古
書
院

Ａ
５

判

六
四
〇
頁

本
体
一
五
、
〇
〇
〇
円
）

（
お
お
ぬ
き
ま
み

大
学
院
前
期
課
程
在
学
生
）

「
書
評
」
欄
に
関
す
る
規
定
と

献
本
の
お
願
い

「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
は
学
会
員
の
著
作
を

広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
下
記
の
原
則
に

そ
っ
て
「
書
評
」、「
新
刊
紹
介
」
欄
を
設
け
て
い

ま
す
。

一
、「
書
評
」、「
新
刊
紹
介
」
に
つ
い
て
は
、
著

作
の
一
冊
を
立
教
大
学
日
本
文
学
会
に
献
本

い
た
だ
い
た
も
の
を
対
象
と
す
る
。

一
、
献
本
い
た
だ
い
た
著
作
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
「
書
評
」
ま
た
は
「
新
刊
紹
介
」
を

掲
載
す
る
。

一
、「
書
評
」（
執
筆
は
非
学
会
員
も
含
め
た
有
識

者
）、「
新
刊
紹
介
」（
執
筆
は
大
学
院
生
ま

た
は
本
学
教
員
）
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
編

集
委
員
会
が
適
宜
判
断
す
る
。
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